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１．要約 

 私は、本校の太陽光発電の発電量を見たとき、発電量は何によって決まるのかという疑

問を持った。昨年、豆電球と小型の太陽電池を用いて光源から太陽電池までの距離と太陽

電池の発電電圧の関係性を調べた結果、それらの間に規則性があることがわかった。今回

は距離ではなく、光源の種類と発電量の関係性を調べた。その結果、興味深い事実がわか

ったので報告する。 
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２．研究の背景 

 私は、これまでの実験で豆電球を光源と

して使用してきた。しかし、最近は LED
が新しい照明として注目されている。そこ

で、LED を光源としたとき、太陽電池の発

電電圧は豆電球と比較して、どうなるのか、

また LED の色の違いによって、太陽電池

の発電電圧は変わるのか、について実験を

行い、考察した。 

 

３．研究内容 

3.1 仮説１ 

 LED は通常、豆電球よりも効率が良いと

されている。そこで、 

「同じ消費電力において LED を光源とし

た方が豆電球を光源とするよりも発電電圧

が大きくなる」 

という仮説をたて、実験を行った。 

(1) 仮説１の検証 

 図１が製作した実験装置の写真である。

市販のガムのケースの底を切り取り、アル

ミホイルで覆い、上部に光源を下向きに取

り付けたものを太陽電池にかぶせ、光源以

外の光が太陽電池に当たらないようにする。

また、ガムのケースの内部にもアルミホイ

ルを貼り、光源の光がすべて太陽電池に当

たるようにする。 
光源にかける電圧を上げていき、各電圧

において、光源に流れる電流と、その光を

受けた太陽電池の発電電圧を測定する。 

光源には、耐電圧が 6.0V、3.8V、2.5V
の豆電球と、白色 LED を使用する。 
 

 

 

 

図１ 実験装置 



(2) 仮説１の検証結果 

 図２は、豆電球、LED それぞれにかけた

電圧と太陽電池の発電電圧の関係を表した

グラフである。同じ電圧においては、豆電

球の方が LED よりも発電電圧が高いこと

がわかる。つまり、同じ電圧においては豆

電球の方が明るいことがわかる。また、L
ED は電圧が一定値を超えるまでは電流が

流れず光を出していないので、太陽電池は

発電しないことがわかる。 

 
 

図３は、光源の消費電力と太陽電池の発

電電圧の関係を表したグラフである。およ

そ 0.2W までは、同じ電力において白色 L
ED が最も発電電圧が高いが、それ以上の

消費電力になると豆電球の方が高くなるこ

とがわかる。よって、仮説１「同じ消費電

力において LED を光源とした方が豆電球

を光源とするよりも発電電圧が大きくなる」

は正しくない。 

 

(3) 仮説１の考察 

 仮説１の検証結果をみると、豆電球の方

が LED より効率が良いように思える。し

かし、LED の特徴である小さい消費電力で

発電電圧が高いことを利用して、LED を複

数個使用すれば、総消費電力において LE
D の方が効率が良いといえる。 

 

3.2 仮説２ 

 LED は様々な色のものがあるが、その色

によって発電電圧は変わるのかという疑問

を持った。そこで、 

「同じ消費電力において発電電圧は LED
の色に依存しない」 

という仮説をたて、実験を行った。 

 

(1) 仮説２の検証 

 実験装置は、仮説１の検証に用いたもの

と同じ装置を使用する。光源には、白色、

赤色、黄色、緑色、青色 LED を使用する。 

 

(2) 仮説２の検証結果 

 図４は、LED の電圧と太陽電池の発電電

圧の関係を表したグラフである。同じ電圧

において発電電圧は LED の種類によって

異なっているが、赤色 LED と黄色 LED
は非常に近いといえる。また、白色 LED、

緑色 LED、青色 LED も近いといえる。 

 

図２ 電圧と発電電圧の関係 

図３ 消費電力と発電電圧の関係 図４ 電圧と発電電圧の関係 



 図５は、各色の LED の消費電力と太陽

電池の発電電圧の関係を表したグラフであ

る。赤色 LED を除くと、同じ消費電力に

おいて発電電圧はかなり近いといえるが、

多少の違いはある。よって仮説２「同じ消

費電力において発電電圧は LED の色に依

存しない」は正しくない。 

 

 

 

 

(3) 仮説２の考察 

 図５をみると、グラフが対数関数である

ようにみえる。そこで Excel を用いて、そ

れぞれのグラフについて、対数関数の近似

曲線を描いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 消費電力と発電電圧の関係 

図６ 白色 LED 

図７ 赤色 LED 

図８ 黄色 LED 

図９ 緑色 LED 

図１０ 青色 LED 



 図６が白色 LED、図７が赤色 LED、図

８が黄色 LED、図９が緑色 LED、図 10
が青色 LED であり、それぞれのグラフに

対する対数関数の近似曲線を重ねたもので

ある。いずれのグラフも、対数関数の近似

曲線とほぼ重なっており、対数関数で表せ

るといえる。 

 

４．まとめと今後の展望 

今回の実験で、図３から小さい消費電力

については、LED の方が太陽電池の発電効

率が良いが、大きい消費電力になると、豆

電球の方が発電効率が良い、つまり明るい

ことがわかった。しかし、明るさを得るた

めに LED を複数個使用すれば、LED の方

が豆電球よりも効率が良いことがわかった。

 また、図５から LED の色によって発電

効率は少し違うということがわかった。さ

らに、図６、７、８、９、10 から LED の

消費電力と発電電圧のグラフは対数関数で

表せることがわかった。 

今後は、なぜこのグラフが対数関数にな

るのかについて考察したい。 
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